
内視鏡ならびに筋同国による霊長類喉頭解析
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ヒトのコミニケ-シヲンの手段として,厄も正

要なものに音声がある｡では.何故ヒトだけがこ

のように自由に音声を扱うことができろようにな

ったのであろうか｡ヒトにおける音声の進化には

諸説があり,いまだ充分解明されていない｡ヒト

における音声の進化の過程を多少でも解明するた

めに,霊長穀のうちニホンザルの声帯運動を内視

鏡的に観察記録した｡

ヒト以外の霊長類の喉頭の構造は,基本的には

ヒトの喉頭と類似しているが,喉頭より種々の方

向に開口を持つ喉頭索を認める｡

今回のニホンザルでの概宗も,昨年同様で喉頭

喪の開口部より呼吸に合わせて気泡が認められ,

喉頭喪と呼吸との関連が確認された｡また発声時,

声将後迎合部に間際を認めたが,喋下時には完全

に閉鎖した｡喋下運動の際,喉頭蓋の倒れ込みに

より誤職を予防しているとするよりも,比較的大

きい披裂部が強く閉鎖して,誤喋を予防している

ことが再度確認された｡

残念ながら,筋電図の記録が充分できず,また

いろいろな音声を出させながらの記録ができなか

った｡今後は麻酔法に考慮が必要である｡

ニホンザルの音声は30放任確認されているが,

群問に万言といえる変異がなく,柾特異的である

と考えられている｡しかし,チンパンジーやゴリ

ラでは20芳旧ル か確認されておらず,詔長獄の進

化の段階からしても,奇只の感がある｡さらに観

察を深め,ヒトの音声の進化を解明していきたい｡

社会的場面におけるチンパンジーの音声認識

- プレイバック実験による解析 -

長谷川等- (東大 ･教養 )･佐倉 統 (戻

大 ･霊長研)

近年の研究によって,霊長類の発する音声は料

に発声音の情動の表出にとどまらず,従来考えて

いた以上に豊田な伝道情報を含むことが明らかに

きれてきた｡すなわち.詔長獄の音声は他個休の

行動を変容させる社会的な刺激とみなすことがで

きる｡本研究では,この配点から,ff湖 飼育され

ているチンパンジーを対象に,音声が他個肘 こど

のような反応を引き起こすかを,プレイバック実

験を通じて検討した｡突蜘 ま,多仰動物公園で2

回行った｡

耶1回日の実験では,①多輝動物園のメスの

Scream,②マハレ山塊で斑許した野 生のメスの

Scream,③野生のメスのPant-hoot,①動物園

のメスのPant-hootの4校の音声を,この順序

で,充分な間隔をおいて再生した｡反応は,あら

かじめ選んだ3個体(オス1,メス2)の,音声

再生前後の行動を,ビデオに録画し,分析した｡

結果は以下の通りである｡1.いずれの音声につ

いても,再生後に音源方向に対する注視･移動虫

の増加がみられた｡2. ScreamとPant-hootを

比較すると,後者への反応で反応時間がより短く,

とくにオスが威嚇行動を示した｡3.既知(動物

園 )の音声と,初めて聞く野生の音声の条件では,

反応に明瞭な差は認められなかったが,PantJ100t

音では,オスが野生の音声の方により強い威嚇行

動を示した｡4.再生音全般にわたって,オスの

反応がメスの反応よりも早く激しかった｡これは,

集団内の社会的地位と関連するものだと思う｡

第2回日の実験では,①野生のメスのPant-

hootと⑨野生のオスのPant-hootを再生し,1

回目の実験と同様の方法で反応を記録した｡紡-51-

は現在分析巾だが,1回目の実験ほど顕著な反応

が見られなかった｡これは,寒さによる活動レベ

ルの低下にJ:ろものと,払う｡オスがより強く反応

するという性差は追認できた｡

今後,実験方法をより洗練させて,研究を脈統

する予定である｡

課 題 7

ニホンザルの成長 ･先達過程に見られる地域変

異の研究

浜田 桟 (日太モンキーセンター)

成体ニホンザルの身体形態には,かなり著しい

地域差が認められているが,その形成の個体発生

学的過矧 ま,詳細な研究は行われていなかった｡

本研究は成長と先述を関連させて分析し,地域変

苅形成の様相を明らかにすることを目的として行

われた｡今回の研究では,これまで形態学的デー

タの得られてなかった勝山群,データの少なかっ
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